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巻頭言

植物が地表に花開くとき、実は地中

では根を充分に張っている。

科学技術の進展や成果の一部を社会

が知るときには、あらわには見えずと

も地中の根のように既に膨大な基礎研

究の実績がある。一般に、社会は新聞、

テレビなどの報道、インターネットや、

評判、噂など、情報の確かさ、質につ

いてはいわば凹凸のない雑多で玉石混

淆の状態で受け取っている。研究最前

線で研究者が一喜一憂しながら熱中し

ている状況の一次情報（最新の学会発

表や原著論文）からは何段階も拡散し

たいわばｎ次情報と言える。社会は日

常のニュース、ｎ次情報、を何とか最

先端研究の一次情報に掘り下げて“感

覚的”にでも理解しようとするが、こ

の時にはあたかも目には見えない極微

の世界を見るがごとく“知の顕微鏡”

とも呼ぶべき助けがあれば大いに理解

が進む。それには専門家による「翻訳」

が果たす役割が極めて重要になる。逆

に、研究最前線では基礎研究者は自身

の研究が展開する方向や、やがて地表

に出て社会での実生活にどのように役

立つだろうかをあたかも将来を見通す

がごとき“知の望遠鏡”を各人が持っ

ているはずだ。

人工光合成の歴史、現状、将来への

展望を想う時、"知の顕微鏡 "と "知の

望遠鏡 "の調和とその確かさが非常に

気になる。人類の将来をかけた次世代

エネルギーシステムとしての人工光合

成は、もはや人類の夢ではなく、必ず

実現しなくてはならない課題となった。

極めて社会的要請の強い課題となった

のだ。社会は常に貪欲であり、結果を

今か今かと待ち望む。大きい期待と容

赦ない現実的評価はこれまでも多くの

課題についても繰り返されてきた。基

礎研究者はそのような社会の姿勢を「科

学への理解が浅い」と嘆じ、直截的な

非難や言い訳をしがちではあるが、実

は社会のダイナミズムはそれほど単純

でもないし、基礎研究者に許された自

由時間も実はそれほど長くはないので

ある。

確かな“知の顕微鏡”と“知の望遠鏡”

の両方が備わった社会では、いわゆる

サイエンスコミュニケーションが健全

に機能する社会として、基礎研究から

応用実用までの道筋が漠然と見える場

合があるに違いない。我が国は、その

ようなサイエンスコミュニケーション

が成り立つ可能性を秘めた数少ない社

会と筆者は感じている。科学技術政策

こそが、このような社会の仕組みを先

導するものであってほしいのだが……。

1）自然に学び、理解し、2）触発されて、

3）機能として、やがて自然を超えると

いうアプローチで、人工光合成研究は

急速に進んでいる。わが国は、上記の

どの段階でも先頭を走っている。しか

し、一朝一夕にはいかない。著者は約

30年計画と考えている。頂上をめざす

“駅伝”に例えよう。熾烈な区間競争の

結果、複数のノーベル賞も生まれよう。

しかし、登頂、完走には、足の引っ張

り合いではなく他者の研究成果を尊重

する強力な多種類の異分野連携による

切磋琢磨が不可欠である。

地上で最も速く走る動物はチータら

しいが、人工物の自動車はごく普通の

ものでもアクセルさえ踏めば動物のス

ピードは軽く凌駕する。同じニュート

ン力学に依りながら、速度のみに注目

すれば人工物の自動車は自然を超えて

いるようにみえる。

天然の光合成は30億年近い進化を

経ている。人工光合成はその後をあく

までも急追するのか、自然の不思議を

理解し、触発されながら全く異なるシ

ステムで自然を超える機能を実現する

のか、科学的アプローチにおいても

Multiple-Cross-Fertilizationの言葉をか

みしめたい。

分子研には、若手の優れた先端研究

者達が人工光合成の実現に向けて正面

から取り組んでいる。Leading Institute 

への期待は極めて大きい。
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